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１ 裏面もご覧ください

【９月の主な実施行事】
・町内会役員会：９月４日
・八幡社草刈り： ９月１３日
・八幡社祭礼桜花作り及び馬場作り：９月２０日
・たかはま広報配布：９月２５日
・夜間防犯パトロール：９月２５日
・八幡社祭礼花車飾りつけ：９月２７日

【１０月の主な行事予定】
・町内会役員会：１０月２日
・八幡社祭礼前日準備：１０月９日
・八幡社祭礼：１０月１０日
・夜間防犯パトロール：１０月２３日
・きずな運営委員会：１０月２５日
・たかはま広報配布：１０月２８日
・防災訓練事前説明会：１０月３１日

回覧

裏面もご覧ください

リチウムイオン電池使用製品の分別回収 （10月から始まる）

リチウムイオン電池は、強い衝撃や高温環境に弱く、
収集車やごみ処理施設における火災発生が全国的に
問題となっています。既に「たかはま広報」にて周知され
ましたが、再度かわら版にて周知します。
可燃ごみや他の資源には絶対に混入しないよう、ご協
力をお願いします。

モバイルバッテリー

対象製品の例

スマートフォン 電子タバコ ハンディファン

ワイヤレスイヤホン 携帯ゲーム機
リチウムイオン電池シール 目印はこのマーク

分別方法 資源分別拠点に設置される「⑭リチウムイオン電池使用製品専用のバケツ」に入
れてください。

※リチウムイオン電池本体、バッテリー類は必ずリチウムイオン電池専用
のバケツに入れてください。
リチウムイオン電池が内蔵されているかどうかわからない場合、バケツ
に製品が入らない場合は、「➈不燃ごみ」のかご に入れてください。

※リチウムイオン電池が取り出せる製品は取り外し、電池のみを入れ、製
品本体は「➈不燃ごみ」のかごに入れてください。

※乾電池、ボタン電池はこれまでと同じバケツに入れてください。

リチウムイオン電池
専用のバケツ



⑥避難の準備をする
・非常持出品を背負う（または手に持つ）
・家を出るときはブレーカーを切る
・行先メモを家の中の家族が目に付く場所に残す
・車は使わずにy徒歩で避難する
・ガラスなどの落下物に注意し、落ち着いて行動する
・危険な場所を避けて大きな通りを選んで避難する

②揺れがおさまったら、すばやく
火の始末をする
・ガスストーブの火を消し、ガスの元栓を締める

災害時の行動 （地震災害発生）

３分程度

⑤危険な区域等にいる場合、安全な
場所に逃げる

！津波災害警戒区域にいる場合、（津波の
恐れがある場合）は
・高い場所にすぐ避難する
・津波警報、注意報解除まで近づかない

！土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒
区域にいる場合（土砂災害の恐れがある
場合）は
・すぐに崖から離れる
・余震で崩れる可能性があるので近づかない

！建物が倒壊しそうなときは
・落下物に注意して建物から離れる

市の指定場所
（吉浜小学校）
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親戚・知人宅自宅 車中泊 その他

被災状況によって避難生活をおくる場所を決める

③災害情報を収集する
・津波警報、・大津波警報が発表されているか
確認する
・テレビ、ラジオ、防災メール、インターネット等で
正しい情報を入手する

④家族の安否確認する
・大声で家族の安否確認する
・家の中でもガラス片で怪我をすることがあるので、
スリッパ・靴等を履く
・ドアや窓が変形して開かなくなることがあるので、
出口を確保する
・玄関先等目に付く場所にタオルをかける

① あわてずに身を守る＜屋内の場合＞
・落ち着いて行動する
・丈夫な机の下に入る 机が無いときは座布団などで
頭を守る
・身を守る安全行動（シェイクアウト）を行う
・倒れてくる家具や窓ガラスの飛散に注意する

⑦近所の安全を確認する
・火事を見つけたら近所に大声で周知し、協力して消火する
・高齢者、乳幼児、障がい者など、周囲の安否確認を行う
・協力して負傷への応急手当を行う
・協力して建物に閉じ込められた人の救助活動をおこなう

１０分程度

市の指定緊急避難場所
近くの公園など

地震発
生

揺れ

緊急地震速報
※揺れに間に合わな
いことがあります

・きずな会館
・八幡公園
・大清水公園

地震発生

避難訓練を実施します
11月１５日（日）７時３０分～
①個人、各家庭での安全確認
②安全である旨の表示（タオル掛け）
③安全を確認しながら、一次避難
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